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★おやこの広場びーのびーの菊名ひろば

（横浜市社会福祉協議会親と子のつどいの広場事業）

２００８年 横浜市港北区内で２ヶ所の拠点を運営

★港北区地域子育て支援拠点どろっぷ
（横浜市こども青少年局・港北区運営委託事業）

1日平均１５組～２０組程度の親子利用

1日平均７０組～１００組程度の

家庭が利用
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おやこの広場びーのびーのの日常

「おやこの広場びーのびーの」は、「おやこの広場びーのびーの」は、

｢0・1・2・3歳児とその親が一緒に和める場所がほしい｣という思いで

当事者である親たちが作った

菊名西口商店街の約20坪の「子育てひろば」です。

乳幼児とその親が気軽につどえる施設として・・乳幼児とその親が気軽につどえる施設として・・
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港北区子育て支援拠点どろっぷ・・次世代育成行動計画「かがやけ横浜子どもプラン」
の政策・・・市内１８各区に１箇所の子育て支援拠点

ボランティアとして、中学生からシニアまで男女、
年齢問わず、たくさんの方が参加しています。

子どもと遊んだり
庭・畑の手入れをしたり
おもちゃづくりをしたり、
絵本を並べてくれたり
演奏をしてくれたり、etc・・・

そこにお兄さん、お姉さんがいてくれるだけで子ども達も大人もニッコリ！

多様な
関わり
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NPONPO法人びーのびーの法人びーのびーの ““５５事業事業””のご紹介のご紹介

①子育て関連情報の編集・制作・販売

・「びーのびーの通信」発行
（毎月3000部発行）
法人全体の事業や地域の子育て関連情報を紹介。
協賛企業・団体広告掲載可能。

・幼稚園・保育園ガイドの発行
（年１回3000部発行）
港北区及び周辺の園情報を網羅して掲載。
一般書店で販売。

【広告主】
・プリンスペペ
・全労済
・地元病院多数
・地元商店
・イオングループ等
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NPONPO法人びーのびーの法人びーのびーの ““５５事業事業””のご紹介のご紹介

ＮＰＯ法人びーのびーの事業概要ＮＰＯ法人びーのびーの事業概要

②ＷＥＢ運営
港北区子育て応援マップ“ココマップ” http://www.kouhokushakyo.or.jp/ （港北区社会福祉協議会委託事業）

2005年9月開設。子育て当事者による編集委員会を毎月開催。地域のｲﾍﾞﾝﾄ情報、子育て情報の発信など充実した

サイトを運営しています。

紙媒体の子育て応援マップの作成や
メルマガ配信業務も受託。
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NPONPO法人びーのびーの法人びーのびーの ““５５事業事業””のご紹介のご紹介

③学生によるわくわく子育てｻﾎﾟｰﾀｰ事業
（横浜市協働事業提案制度モデル事業）

学生が子育て家庭を訪問し、支援を行う事業。

子育てサポーター２人一組の家庭訪問
による子育て支援ボランティア活動

●わくわく子育てｻﾎﾟｰﾀｰ養成研修
●ｻﾎﾟｰﾀｰ同士の関係作り
●子育て家庭との出会いの場
●活動のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

④菊名ＷＡＲＡ・びー
（文部科学省「学びあい・支えあい」地域活性化推進事業委託事業）小学生を中心に親子でまちの歴史を学んだり、
食育に関連する講座を開くなど地域住民同士の交流を深めることを目指した地域交流事業。
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グループ保育事業・・・ゆーのびーの

就園前の２歳～３歳児の子どもを少人数のグループで

週１回預かる事業 ９時半～１３時半（延長あり）

お昼も一緒にお弁当や一緒に手作り・・・

◆ひろばとの連動で「信頼できる保育者」にやっと預け
られる在宅家庭・・・預ける前後の丁寧なフォロー

◆子育ての負担感からの開放。

◆子どもの成長を通年連続で

見合い、関わる全員で喜び、

考え合う保育

外遊びもたくさん！ゆーのびーのの保育の様子
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幼稚園・保育園ガイドの出版と発行後の座談会などを通じて

ガイドそのものの理念 年１回 ３０００部発行 自費出版 ７３０円

◆園そのものの理念や趣旨に立ち返って見直せるように
◆親が子どもの過ごす時間や場所を選ぶ権利の保障
◆選ぶために悩むこと・揺れることの大事さを発信
◆相談と話し合いを通じて、納得できるまでのプロセスを応援
◆親としての利便性を尊重しながらも、

親自身の考える行為を通じて、園環境を
園と共に創る姿勢を応援

◆入園した人が次の立場の家庭を
支援する・編集に携わるなど
を通じた循環を創り出す

例）園運営者・先輩保護者
との交流

保育園座談会の様子
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幼稚園（シンポジウム）座談会と保育園（シンポジウム）座談会の違い

◆仲間やネットワークで選べる幼稚園

孤立しながら挫折しながら選ぶ保育園

◆家族の理解がなかなか得られない

◆一生のうちで貴重な育児休暇期間がほとんど入所

についての心配、不安で終わってしまう

◆入所前に、復帰後の不安の相談先がないこと

子どものこと・職場のこと・家族のこと

◆入れる入れないはともかく、選択肢が多い分、
｢自分＆子どもに合った」園を選ぶ視点が育つ
幼稚園選びと逆にその視点が狭まる保育園選び

職場復帰の方にひろばが機能する意味

⇒第２子産んだ後に、また気軽に戻ってくる場として

土曜日など休日も顔を出してくれる場として

地域に軸足を置ける場として

復帰後も応援し合える当事者同士の情報交換ができる場として

幼稚園座談会のお知らせ



10

親が選ぶ前に必要な視点

◆本当の意味で今「選ぶ」ことができるのか？
・・・保育・預かりに必要な視点を届ける情報が足りない

ノウハウや分かりやすさで判断せざるを得ない
現行のままで、選ぼうという意欲や選択肢があるのかどうか？

◆親が乳幼児期を一緒に過ごそうという気持ちをまずは十分に尊重できる
社会か？？
・・・預ける＝第三者に委ねざるを得ない育児の構造

都市型の子育て環境としては特異かも知れないが、入れる入れないの悲鳴
によって、保育の質を「主体的に選ぼう」という段階にはまだ来ていない。
そういう中での市場化原理は子育て家庭のより孤立化を招く恐れがないか

⇒多様なニーズに対応するために全てが『保育園入所』だけを
取り上げることが今、得策だろうか？？？
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ひろばから見る保育への潜在的預かりへのニーズ分析 その①

お子さんの人数
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1%その他

9%

無職（専業
主婦）
63%

休職中
7%

育児休暇中
20%

保育・預かりへのニーズ調査（３日間のひろば活動での集計結果から 総数１１６枚回収）

【属性】

子育ての手伝いの有無

日常的にある

15%

ない

41%

困ったときだけ

44%
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ひろばから見る保育への潜在的預かりへのニーズ分析 その②

保育園や一時預かりに預けたいと思ったことは

ありますか？

はい
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育児期の親が希望する働き方

◆３０歳～５５歳（子年齢が１歳～小学校就

学）まではパートが約半数であり、「短時

間･残業免除」希望が多い。
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実態から考えられる視点 ①

１）一時預かりについての預けたいという人が８０％もいるにも関わらず、実
際に使ったことのある人は１５．６％（平成２０年３月末のどろっぷひろば
利用者アンケート結果より）。

⇒在宅子育て家庭にとってみたら「預ける」行為のハードルは高い

２）子育ての負担感から預けたい（幼稚園児の年少３年保育への要望が毎
年高くなってきている）・体力の限界

⇒地域でフラッと託せる・一預かりの場の面的整備の必要性

３）「働きたい」ニーズの精査による保育サービスを決め細やかに整える

⇒フルタイムでの勤務希望・・・安心して預けられるまでのプロセスを

応援する仕組み 例）品川区の事例

⇒パート・不定期勤務希望・・・幼稚園の預かり保育や一時預かりでカ

バーすることはできないか？

保育の潜在的ニーズ
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実態から考えられる視点 ②

◆一時預かり事業・ファミリーサポート事業を含めた地域子育て
支援メニューの充実を図ることで、「保育所入所を希望する」い
わゆる「待機児児童」「潜在的ニーズ」を軽減することは可能で
はないか！？段階的な保育ニーズの掘り起こしが必要では？

◆契約化を十分な利用者保護のもとに実行すること
（介護保険制度や支援費制度と同じ道をたどるとすると・・・！？）

・実行のための計画的整備
・情報提供と相談支援
・苦情解決の仕組みの整備
・サービス提供機関の育成と専門職の養成 労働条件の改善
・利用者参加のシステムを築く など・・・

間接的支援を実施する必要性が発生＝総合的な行政責任が重しとなる可能性は？

ケアマネジメント体制の整備は問われないか？
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最後に・・・

地域に軸足を置きながら、保育を含めた

すべての子育て家庭への基盤整備の時期ではないか？

★子どもの育ち

★生活保障

★家族状況

★ワークライフバランス、
生涯設計の尊重

★親としての働く意欲、
スキルの活用、社会参加

★親の子育てする権利
したい権利

×

★産後ヘルパー

★ファミリサポート

★保育ママ

★幼稚園

★保育園

★プレ幼稚園

★幼保一体園

★緊急サポート

★一時保育

★グループ保育 他

将来的に誰がこの仕組みを支えていくのか！？

↑ ↑ ↑ ↑ ↑

ニーズ 受入体制・支援サービス形態

×

財源

機会均等
（公平性）

地域特性

将来予測
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